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一

¨
、
．
‥
―
一

奥
出
の
人
木
、

二
に
下
り
て
神
と
な
る
。

壱
の
柱

瀬
落
と
し

弐
の
柱

木
落
と
し

二
月
二
十
七
日
、
萩
山
神

社
式
年
御
柱
祭
の
里
曳
き
と

建
て
御
柱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
八
時
、
神
社
境
内
で

安
全
祈
願
を
済
ま
せ
、
壱
の

柱
は
巡
礼
沢

・
山
の
神
、
弐

の
柱
は
大
丸
山

・
市
田
の
宮

か
ら
木
遣
り
と
ラ

ッ
パ
を
合

図
に
曳
行
を
開
始
、
途
中
木

落
と
し
、
瀬
落
と
し
な
ど
の

難
所
を
越
え
て
お
昼
前
に
参

道
で
合
流
し
ま
し
た
。

今
回
は
こ
こ
で
柱
の
曳
き

手
を
決
め
る
抽
選
会
を
行
い
、

結
果
は
そ
れ
ぞ
れ
に
同
じ
柱

を
曳
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

区
民
会
館
で
の
昼
食
後
は

一

気
に
神
社
境
内
ま
で
曳
き
込

み
、
そ
の
後
の
建
て
御
柱
で

二
本
の
柱
が
天
高
く
建
立
さ

れ
、　
一
連
の
御
柱
祭
が
無
事

終
了
し
ま
し
た
。

各
区
の
カ
ラ
ー
を
決
め
て

臨
ん
だ
今
回
、
大
勢
の
区
民

の
皆
様
の
参
加
に
各
自
治
会

も
休
憩
所
で
の
接
待
、
区
民

の
お
祭
り
と
し
て
素
晴
ら
し

い
御
柱
祭
に
な
り
ま
し
た
。
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平成 28年 6月 1日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 94号 (2)

一
区
の
情
勢
に
つ
い
て
　
　
一漱
押
凱
馳
潮
¨

一　
　
　
　
区
長
下
井
美
紀
男
一桝
科
醐
柵
［醐

今
年
の
春
先
の
気
候
は
、
　
面
し
、
自
然
災
害
か
ら
の
防

二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
極

災
と
い
う
テ
ー
マ
の
重
さ
、

端
に
気
温
の
上
昇
が
あ

っ
た

奥
の
深
さ
を
感
ず
る
と
こ
ろ

り
、
逆
に
冷
え
た
り
を
繰
り

で
す
。
二
十
七
年
度
中
に
各

返
し
な
が
ら
桜
の
花
は
い
つ
　
地
区
で
策
定
さ
れ
ま
し
た
防

も
よ
り
早
め
に
咲
き
終
り
ま

災
計
画
に
被
災
地
か
ら
の
教

し
た
。

つ
づ
い
て
早
々
に
新

訓
を
生
か
し
肉
付
け
し
て
い

緑
が
美
し
く
目
に
映
る
四
月

き
ま
し
ょ
う
。

の
中
ご
ろ
、
何
の
前
ぶ
れ
も

　

さ
て
、
七
年
目
に
挙
行
さ

な
く
九
州
で
熊
本
県
に
大
地

れ
る
萩
山
神
社
の
式
年
造
営

震
が
発
生
し
ま
し
た
。
多
く

御
柱
祭
も
二
月
二
十
七
日
、

の
家
屋
や
人
命
が
被
災
さ
れ

幸
い
天
候
に
恵
ま
れ
、
多
く

ま
し
て
心
か
ら
お
見
舞
い
申

の
区
民
の
皆
様
の
手
に
よ

っ

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

て
賑
や
か
に
、
そ
し
て
立
派

と
り
わ
け
友
好
関
係
に
あ
り
、　
に
営
ま
れ
ま
し
た
。
深
く
感

災
害
応
援
協
定
を
結
ん
で
い

謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

る
阿
蘇
山
の
麓
高
森
町
も
被

大
行
事
の
成
果
を
共
に
お
喜

災
圏
内
に
あ
り
、
未
だ
に
続

び
申
し
上
げ
ま
す
。　
一
連
の

く
余
震
が
早
く
終
止
す
る
よ

流
れ
の
中
か
ら
、
建
て
御
柱

う
願
い
祈
る
と
こ
ろ
で
す
。
　
が
完
成
し
た
と
き
の
充
実
感
、

区
と
致
し
ま
し
て
も
早
速
に
、

下
市
田
区
常
会
長

・
委
員
合

同
の
会
議
の
席
や
、
御
柱
祭

の
反
省
会
の
集
ま
り
の
席
で

お
見
舞
い
の
募
金
活
動
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
々
の
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
か

ら
数
万
円
が
寄
せ
ら
れ
、
先

日
町
に
託
し
て
お
届
け
致
し

ま
し
た
。
こ
う
し
て
今
に
至

り
被
災
地
の
様
子
が
伝
わ
る

神
様
が
無
事
に

据
え
ら
れ
た
と

き
の
感
激
の
拍

手
と
涙
は
こ
の

う
え
な
い
尊
い

も
の
で
し
た
。

御
柱
祭
か
ら

得
た
郷
土
下
市

田
を
愛
す
る
区

民
の
皆
様
の
心

意
気
を
感
ず
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

感
激
を
さ
ま
ざ
ま
な
自
治
活

動
に
活
か
し
た
い
も
の
で
す
。

次
に
平
成
二
十
八
年
度
の

地
区
計
画
の
遂
行
に
当
た
り
、

現
地
調
査
が
こ
の
ほ
ど
行
わ

れ
ま
し
た
。
道
水
路
網
の
老

朽
化
に
対
す
る
改
良
改
善
を

逐
次
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
ま
す
。

次
に
区
有
林
の
間
伐
と
保

育
管
理
の
状
況
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
山
の
神
上

の
ヒ
ノ
キ
林
が
順
調
な
成
育

を
観
る
中
で
間
伐
材
も
良
質

材
と
し
て
販
売
が
で
き
ま
し

た
。
国
の
補
助
事
業
も
あ

っ

て
保
育
事
業
負
担
を
は
る
か

に
賄
え
る
三
百
二
十
万
円
余

の
売
上
げ
と
な
り
、
諸
経
費

を
差
し
引
い
て
も
八
十
五
万

円
ほ
ど
の
財
産
収
入
と
な
り

貯
え
と
な
り
ま
し
た
。

平成27年度下市田区一般会計決算報告書
(自 平成27年 4月 1日 ～至平成28年 3月 31日 )

決算収入額 32,264,159円 決算支出額 24,631,269円 差引残高 7,632,890円
【支出の部】 △印減 (単位 円)【収入の部】

【収入の部】

平成27年度 公民館下市田支館決算報告書
(自 平成27年 4月 1日 ～至 平成28年 3月 31日 )

決算収入額 4,057,412円 決算支出額 3,531,100円 差引残高 526,312円

【支出の部】

科   目 予 算 額  決 算 額 増  減
金

一費

一金

一入
一金

一金

一金

一金

越

一　

一■

一反

一担

一務

一入
一

聴
一　
一刻
【
一頑
一際
一‐又ノ一入

前

一区

一町
一財

一地

一消

一諸

一繰

711?l"21
15,661,2601

‐

|

4,118,1061△

1,159,6971

228,770
~~‐ ~‐~~~ ‐~  「
1.670.0001

~~‐ ~~~~~~~~~1~~‐ ~

2.266.7741‐‐
     61

7,159,552

15,650,000

6,620,000

1,150,000

161,000

1,620,000

1,980,000

0

0

11,260

2,501,894

9,697

67,770

50,000

286,774

0

収 入 合 計 34,340,552 32,264,159 △  2,076,393

科   目  予 算 額  決 算 額 増  減
13.298,000  12,775,218費

一費

一費

一費

一費

一費

一費

一費

一金

一生

一　
一　

一　

一　
一宮

一　
一

務
一衛
一務

一木

一利

一災

一溝

一備

一出

ｒ
己
一
　
一
　
一
　
一
　
一口穴
一
　
一

■
ち

一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　

．
一　
　
一

760,000

0

1,007,|000

000,95

573,553

3,694,335

総

繰

環

予

林

ヽ

ヘ
′
γ

水

防

796,355

971,052

6,535,000

0

2,528,000

3,000,000

5,255,552

△   522,

△   210,

△    186,

△   985,

△  2,840,

△    207,

△  4,755,

0

782

552

645

0

447

244

948

665

34,340,552支 出合計 24,631,269 △  9,709,283

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
繰 越 金
繰 入 金
補  助 金
雑  1又  入

3,000,000

520,000

1,000

498,778

3,000,000

549,449

498,778

9,185

収 入 合 計 4,019,778 4,057,412 37,634

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減

総

事

広

予 備  費

1,930,000

1,870,000

11,000

208,778

1,729,006

1,791,294

10,800

0

△

△   208, 77
'8

支 出合 計 4,019,778 3,531,100 △   488,678

△印減 (単位 円)

＼

し

】

１
′
ｌ
ｒ

Ｆ

・

2,320,756

3,000,000

29,449

8,185

0

0
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平
成
二
十
七
年
度
決
算
の

監
査
委
員
所
見

監
査
委
員
長
　
鳳仏
　
轟側
　
　
一

去
る
四
月
二
十

一
日
に
下

市
田
区

・
公
民
館
下
市
田
支

館

・
萩
山
神
社
の
平
成
二
十

七
年
度
の
決
算
監
査
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

下
市
田
区

一
般
会
計

・
特

別
会
計
の
決
算
報
告
書
に
基

づ
く
監
査
、
公
民
館
下
市
田

支
館
決
算
報
告
書
に
基
づ
く

監
査
、
萩
山
神
社
会
計
決
算

書
に
基
づ
く
監
査
を
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
の

金
銭
出
納
帳

・
預
金
通
帳

・

領
収
書
綴
り

・
元
帳

・
現
金

等
を
精
査
し
た
結
果
、
適
正

且
つ
正
確
に
処
理
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
認
め
ま
し
た
の
で

報
告
致
し
ま
す
。

ａ
Ｆ
　

・

秦
一一
一
　

摯

■
■
■
■
一

平成28年度 高森町公民館下市田支館
歳入歳 出予算書

(自 平成28年 4月 1日 ～至平成29年 3月 31日 )

【収入の部】      【支出の部】 (単位 円)

平成28年度下市田区一般会計
歳入歳出予算書

(自 平成28年 4月 1日 ～至平成29年 3月 31日 )

【収入の部】        【支出の部】

科  目  本年度予算額
前 期 繰 越 金  7,632,890

区 費   15,730,000

町 支 出 金  7.255,000

財 産 収 入 11,080,000

地 元 負 担 金 155,250

消 防義 務 金 1,500,000

諸  収  入 1,810,000

繰  入  金 1,000,400

合   計 36,163,540

(単位 円)

科  日 本年度予算額

繰 越 金 526,312

繰 入 金 3,000,000

補 助 金 520,000

雑 収 入 1,000

合  計  4,047,312

科  目 本年度予算額

総 務 費 2,180,000

事 業 費 1,820,000

広 報 費 11,000

予 備 費 36,312

合  計  4,047,312

科  日  本年度予算額
総 務 費 14,850,000

環 境 衛 生 費  1,007,000

林  務  費   760,000
土 木 費 1,784,000

水  利  費 1 6,102,400
防  災  費 2,490,000

公 民 館 費 3,000,000

予  備  費 6,170,140

合   計 36,163,540

平成28年度
公民館下市田支館事業計画

平成28年度 公民館下市田各分館事業計画

月日 (曜 ) 事 業 名 内   容
|

6月 1日 (アК *区報・館報
「萩の郷」
94号発行

。年 3回発行

7月 23日 (慟 *萩の郷祭り ・保存会獅子頭披露
。盆踊り
。子供花火大会
。演奏、演技
(保育園児)他
。お楽しみコーナー

10月 15日 0
～16日 (日 )

*文化祭り
萩の郷ふれあ
い広場

。作品展示
。各種グループ活動
発表
。消防ふれあい祭り
。敬老会
・舞台発表

11月 15日 ω *区報 。館報
「萩の郷」
95号発行

11月 12日 ω
´ヽ́13日 (日 )

*「高森町まるご
と収穫祭」に
テント村(コ ミュ
ニティ)出店

おしるこ

無料サービス

(2,500～2,700食

予定 )

29年
2月 1日 的

*区報・館報
「萩の郷」
96号発行

2月 18日 (」 *地元町議との
懇談会

。テーマを決めてそ
れに対する考えを
聞く
。町議からの活動報

・区民からの質問、
要望
・懇親会

*萩山神社
春祭リタ祭
′′ 本祭

。囃子屋台の短冊依
頼、飾りつけ
。囃子屋台引きの子
供へ法被貸与、お
やつ配布
・写真、ビデオ撮影
。その他 お手伝い

区 月日(曜 ) 事  業  名 内 容

5月 21日 山 *一区親子おもしろ科学教室
(時の駅 。ふれあい会館)

7月 16日 山 *一区ふれあい広場夏祭り
(一区積善会館 広場)

9月 25日 0*マ レットゴルフ大会
10月 23日 (日)*一区ベタンク大会 (高森ドーム)

・小学生を対象に科学体験を通して親睦を深
め、昼食を楽しむ。
・夜店、ゲーム、踊り、子供花火大会

・常会にて親睦を深める。
・常会にて親睦を深めるc
(町大会予選会を兼ねる)

1

|

区

２

区

6月 5日 (日 )
7月 9日 0
10月 19日 (日 )

常会対抗
区民全員で楽しい夜を過ごすc
広場 共励会館

*下ニペタンク大会 (高森ドーム)
*下三納涼祭 (下二会館広場)
*ふれあい運動会

．Ｘ
．

6月 5日 (日 )
10月 9日 (日 )
12月 4日 (日 )
or 29年

1月 22日 (日 )

。子供と年配者との交流、軽スポーツの集い
。区民全員で運動会

*多世代交流 (区民会館広場)
*ふれあい運動会 (南小学校)

*三区ペタンク大会 (高森 ドーム)。 常会対抗

6月 5日 (日 )

10月 2日 (日 )
29年
1月 1日 (日 )

4

区

スロービッチソフト、ふらば―るバレー、
焼肉大会
区民会館

*元旦マラソン大会 (第 27回 )
(分館・漸進会)

*夏期スポーツ大会及び焼肉大会
(南小学校グランド・体育館 )
*ふれあい広場

・ 元 EIマ ラソン

区

6月 19日 (日 )

9月 4日 (日 )

12月 11日 (日 )

29年
1月 8日 (日 )

1 月 日

日

7

8

0
(日 )

*五区スポーツ大会 (高森ドーム)

*おやす作り(下五会館)

*オーイお茶だに。/(下五会館)

。子供から高齢者、障害者、民生委員、おいな
んよの会、子供らと共にゲーム、歌を歌う。
・昼食会
。ペタンク、グランドゴルフを行い
午後親睦会
・育成会、PTA、 子供

。子供から高齢者、障害者、民生委員、おいな
んよの会、子供らと共にゲーム、歌を歌う。
・昼食会
・育成会、PTA、 子供
。小学生、厄年による点火

*オーイお茶だに./(下五会館)

*ほんやり作り
*ほんやり

区

5月 15日 (日 )
7月 17日 0
8月 7日 (日 )
12月 23日 ω

29年
1月 8日 (日)

*マ レットゴルフ大会
*盆踊り講習会
*納涼祭、盆踊り大会青年部合同
*正月飾り作り

*どんど焼き

。親水公園にて各組、常会対抗の大会
。主に市田音頭、他に竜峡小唄などの練習
。お祭り広場で夕涼みと盆踊り
。子供はおやす、大人は門松、注連縄作りを
習う。

。明神橋上流河川敷
伝統行事のどんど焼き

Ｌ
田
・

由

一

議
「

　̈

一

雇

´

|
|

3月 25日 CD I
～26日 (日)|

|



平成 28年 6月 1日 下 市 田 区 報 館 報 第 94号 (4)

地
元
町
議
と
の
懇
談
会

平
成
二
十
七
年
度
、
地
元
出

身
町
議
会
議
員
と
の
懇
談
会
が
、

去
る
二
月
二
十
日
、
午
後
七
時

よ
り
下
市
田
区
民
会
館
に
於
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
議
員
に
は
事
前
に
、
①
所

属
し
て
い
る
委
員
会
で
話
題
と

な
っ
て
い
る
事
項
は
何
で
す
か
？

そ
れ
に
対
す
る
貴
議
員
の
考
え

は
？

②
町
政
に
対
し
、
最
も

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る

事
項
は
何
で
す
か
？

③
議
員

と
し
て
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
お

伝
え
し
た
い
こ
と
は
？

の
三

点
を
質
問
事
項
と
し
て
お
答
え

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
、
懇

談
会

で
は
書
面

で
の
回
答
を
い

た
だ
き
、
全
員
に
配
布

い
た
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
宮
外
正
彦
議
員
、

福
沢
千
恵
子
議
員
、
林
ま
ゆ
み

議
員
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

中
村
支
館
部
長

の
司
会

で
始

ま
り
、
最
初
に
各
議
員
よ
り
質

問
に
対
す
る
回
答
を
発
表
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
宮
外
議
員
】

産
業
建
設
委
員
会

で
の
話
題

は
特

に
な
い
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
請

願
が
継
続
審
査
と
な

っ
た
。
私

は
反
対
の
立
場
で
あ
る
。

取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
す
る

こ
と
は
、
高
齢
者
が

い
つ
ま
で
も
健
康

で

く
ら
せ
る
町
づ
く
り

で
あ
る
。

具
体
的

に
は
①
公

園

へ
の
健
康
遊
具
の

設
置
、
②
高
齢
者
住

宅

の
建
設
、
③
出
砂

原
地
区
周
辺
の
再
生

↓

コ
ン
パ

ク
ト

シ

テ
ィ
。
区
民
の
皆
さ

ん
に
伝
え
た
い
こ
と

は
、
小
原
が
丘
塾

の

開
設
が
具
体
化
す
る

こ
と
。
町
の
宝
で
あ

る
島
岡
元
明
大
野
球
部
監
督

の

名
を
活
か
し
た
町
の
活
性
化
。

ふ
る
さ
と
納
税

の
推
進
を
要
請

し
た
こ
と
で
あ
る
。

【
福
沢
議
員
】

現
在
総
務
民
生
委
員
長
を
務

め
、
議
案
や
陳
情

の
採
択
不
採

択
を
決
め
て
い
る
。
話
題
と
し

て
は
、
国
の
人

ロ
ビ
ジ

ョ
ン
と

総
合
戦
略

に
基
づ
き
町
は

「
日

本

一
し
あ
わ
せ
タ
ウ
ン
総
合
戦

略

一
の
策
定
を
行

っ
て
い
る
。

町
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
な
か

っ
た
こ
と
を
反

省
し
て
い
る
。

最
も
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
る
こ
と
は
、
支
援
を
要
す

る
経
度

の
高
齢
者
が
増
加
し
て

い
る
が
、
取
り
組
み
が
で
き
て

い
な
い
の
で
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
と
高
齢
者

の
社
会
参

加
を
促
す
地
域

の
介
護
力
を
高

め
る
寄
り
合

い
所
作
り
な
ど
の

施
策

で
あ
る
。

区
民

の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い

こ
と
は
、
時
間
が
な
い
の
で
、
質

問
の
中
で
お
話
し
て
い
き
た
い
。

【
林

議
員
】

総
務
民
生
常
任
委
員
会
、
議

会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
長
を

務
め
て
い
る
。

こ
の

一
年
感
じ

て
い
る
こ
と
を
中
心
に
話
し
た

い
。
話
題
に
な

っ
て
い
る
こ
と

は
、
今
年
か
ら
権
利
で
あ

っ
た

六
十
分
の
質
問
時
間
が
五
十
分

に
制
限
さ
れ
た
こ
と
。
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
が
あ
ま
り
町
民
に

周
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
国

の
施
策
の
し
あ
わ
せ
タ
ウ
ン
に

よ
り
、
町
の
方
針
の
後
退
が
心

配
さ
れ
る
こ
と
。
小
学
生
の
生

活
習
慣
病
。
自
治
組
織
の
あ
り

方
。
子
宮
け
い
が
ん
ワ
ク
チ
ン

被
害
者
救
済
。

町
政
に
対
し
て
最
も
取
り
組

み
た
い
こ
と
は
、
Ｔ
）町
民
の
代

弁
者
と
し
て
、
身
近
な
課
題
を

問
題
提
起
し
、
知
り

・
考
え
る

機
会
を
作
り
た
い
。
町
民
に
開

か
れ
た
議
会
に
し
て
い
く
。

区
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い

こ
と
は
、
皆
さ
ん
と
生
き
る
た

め
に
不
可
欠
な
環
境
づ
く
り
を

一
緒
に
考
え
ま
し
よ
う
。

ご
意
見
等
お
気
軽
に
お
寄
せ

い
た
だ
き
た
い
。

《
質
疑
応
答
》

Ｑ
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、

も

っ
と
本
腰
を
い
れ
て
や

っ
て

も
ら
い
た
い
。

市
田
柿
の
歌
や
出
砂
原
の
ち
ょ

こ

っ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

推
進

に
つ
い
て
。

Ａ
　
宮
外
議
員

さ
ら
に
努
力
す
る
。

Ａ
　
福
沢
議
員

さ
と
フ
ル
に
委
託
し
て
い
る
。

町
は

「
身

の
丈

に
合

っ
た
寄
付

で
い
い
」
と
し
て
い
る
。

Ａ
　
林

議
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
町

が
ど
ん
な
援
助
が
で
き
る
か
考

え
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
神
奈
川
の
老
人
ホ
ー
ム
で

転
落
事
故
が
あ

っ
た
が
、
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
。

Ａ
　
福
沢
議
員

介
護
保
険

の
値
下
げ
で
介
護

職

の
人
が
少
な
い
。
安
心
し
て

過
ご
し
や
す
い
よ
う
に
し
た
い
。

Ａ
　
宮
外
議
員

処
遇
改
善
、
労
働
環
境
改
善

を
し
て
い
き
た
い
。

Ａ
　
福
沢
議
員

国

へ
請
願
を
上
げ
て
い
る
。

Ａ
　
林

議
員

人
手
不
足
の
改
善
を
図
り
た

参
加
を
明
確
に
す
る
等
、
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

Ｑ
　
議
会
で
は
自
治
組
織
に
つ

い
て
問
題
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
福
沢
議
員

議
会
で
も
問
題
に
な

っ
て
い

る
。
近
い
う
ち
に
議
会
で
取
り

上
げ
る
。

《
要

望
》

土
地
利
用
委
員
会
で
南
小
上

の
積
水

ハ
ウ
ス
建
設
に
伴
う
水

の
件
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。
藤
ケ
丘
医
院
の
下
の

国
道
と
の
交
差
点
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
も
し

っ
か
り
や

っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
　
宮
外
議
員
さ
ん
に
お
聞
き

し
た
い
。
出
砂
原
地
区
再
生
の

現
状
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

林
議
員
さ
ん

へ
お
聞
き
し
た

い
。
議
事
録
が
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
か
。
子
連
れ
で
の

議
会
傍
聴
の
様
子
は
。

Ａ
　
宮
外
議
員

私
の
提
案
で
あ

っ
て
、
こ
れ

か
ら
の
計
画
で
あ
る
。

Ａ
　
林

議
員

感
じ
と
ら
れ
た
よ
う
で
間
違

い
な
い
。
録
音
や
録
画
は
と
ら

れ
て
い
な
い
。
委
員
会
の
発
言

内
容
が
残
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

子
連
れ
で
の
傍
聴
者
は
少
な
い
。

Ｑ
　
独
立
世
帯
が
増
加
し
て
脱

退
者
が
出
て
い
る
。
独
立
世
帯

と
の
意
見
交
換
の
内
容
を
お
聞

か
せ
願
い
た
い
。

Ａ
　
林

議
員

な
ぜ
脱
退
し
た
の
か
話
を
し

て
い
た
だ
い
た
。
町
の
自
治
組

織
検
討
委
員
会
よ
り
も
、
自
治

組
織
と
直
接
話
し
て
も
ら
う
の

が
よ
い
。

Ａ
　
宮
外
議
員

自
治
組
織
改
善
の
資
料
を
町

に
出
し
た
。
必
ず
参
加
、
任
意

地え町議会議員との懇鼓

η

雨

ヽ

C

鮨
「
　
］

Ｅ
Ｅ
■

】
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申
委
員
会
活
動
報
告
　
　
　
　
器

出
　
初
め
て
の
水
利
委
員
を
　

出

辮
　
　
経
験
し
て
　
　
　
　
淵

Ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｘ

器
　

　

水
利
委
員
長

木

村

公

勇

暇

区
民
の
皆
様
、
常
日
頃
は
水
　
　
昨
年
就
任
し
、　
一
年
経
験
し

利
委
員
の
活
動
に
ご
理
解
、
ご
　
て
み
て
感
じ
た
事
は
、
歴
代
の

協
力
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
　
引
継
ぎ
が
不
充
分
で
、

マ
ニ
ュ

う
ご
ざ
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
ア
ル

・
規
定
等
が
整
理
さ
れ
て

私
は
今
回
初
め
て
の
水
利
委
　
お
ら
ず
、
昭
和
の
時
代
に
作
成

員
で
い
き
な
り
委
員
長
に
な
り
、　
さ
れ
た
水
系
図
、
現
状
不

一
致

用
水
路
清
掃
以
外
水
利
と
係
わ
　
な
用
水
路
図
等
、
委
員
活
動
を

楽
し
か
っ
た
お
ん
ば
し
ら
さ
い
　

の
中
で
も
、
大

小

二

林

　

勇

輝

（三
区
）

き
な
声

で
き
や

ほ
く
は
、
は
じ
め
て
お
ん
ば
　
り
の
れ
ん
じ

ゅ
う
を
し
、
じ
い

し
ら
さ
い
に
さ
ん
か
し
ま
し
た
。
　
ち

ゃ
ん
や
ば
あ
ち

ゃ
ん
に
大
き

こ
ど
も
き
や
り
の
れ
ん
じ

ゅ
う
　
な
声
が
出
る
な
あ
と
ほ
め
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
お
ま

つ
り
で

つ
か
う
ぼ
ん
て
ん
作
り
に
も
さ

ん
か
、　
一
ま
い

一
ま
い
を
カ
ン

ナ
を

つ
か

っ
て
木
を
け
ず

っ
て

い
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
は
じ
め

て
つ
か
い
ま
し
た
が
、
原
さ
ん

が
い

っ
し

ょ
に
カ
ン
ナ
を
ひ
い

て
く
れ
た
の
で
、
う
ま
く
で
き

て
た
の
し
か

っ
た
で
す
。
お
ん

ば
し
ら
さ
い
の
日
は
、
あ
さ
早

く
か
ら
、
は
ぎ
山
神
社

に
歩

い

て
行
き
ま
し
た
。
も
う
た
く
さ

わたしの作文
ば<の作文

り
が
な
く
、
知
識

経
験
も
な
い
、
お

そ
ら
く
歴
代
で

一

番
頼
り
な
い
委
員

長
だ
と
思
い
ま
す
。

ヽ
電　
ｆ

頼
り
に
な
ら
な
い
委
員
長
で
す

が
、
分
か
ら
な
い
な
り
に
精

一

杯
努
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
指
摘
ご
教
授
頂
け
ま
す
よ
う

お
願

い
い
た
し
ま
す
。

し
て
い
く
上
で
の
指
針
が
な
く
、

と
て
も
苦
労
し
て
い
ま
す
。
就

農
者
の
減
少
で
今
後
も
勤
め
人

が
委
員
に
な
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
水
利
委
員
の
役
割
等
を
整

理
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

っ
て

い
ま
す
。

最
後
に
、
新
堤
が
昨
年
釣
り

禁
止
に
な
り
ま
し
た
。　
一
因
に

釣
り
人
の
マ
ナ
ー
違
反
が
あ
り

ま
す
。
牧
の
内
も
最
近
釣
り
人

が
増
え
、
ゴ
ミ
が
増
え
て
い
ま

す
。
釣
り
糸
は
草
刈
り
機
に
絡

ん
だ
り
、
動
物
が
食

べ
た
り
等

の
問
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
第

二
の
新
堤
に
な
ら
な
い
よ
う
釣

り
人
同
士
声
掛
け
し
、
き
れ
い

な
堤
に
し
て
い
き
ま
し
よ
う
。

ん
人
が
集
ま

っ
て
い
ま
し
た
。

山

の
神
さ
ま
に
ぶ
じ
を
お
い
の

り
し
て
、
し

ゅ
う
合
し

ゃ
し
ん

を
と

っ
て
か
ら
、
ぼ
く
た
ち
は

じ

ゅ
ん
れ
い
沢
ま
で
歩

い
て
い

き
ま
し
た
。
歩
く
と
と
お
く
か

ん
じ
ま
し
た
。

本
ば
ん
も
、

い

っ
し

ょ
う
け

ん
め

い
大
き
な

声
を
出
し
た

の

で
、

の
ど
が
カ

ラ
カ
ラ
に
な
り

ま
し
た
。
と
ち
ゅ

う
休
け

い
じ

ょ

で
ジ

ュ
ー
ス
を

も
ら

い
、
力
が

を
土
よ
う
日

に
し
ま
し
た
。

お
と
な

の
か

た
た
ち
が
お

し
え

て
く
れ

ま
し
た
。

と

も
だ
ち
と
み

ん
な

で
大
き

な
声

を
出

し

て
だ
ん
だ
ん

楽

し
く
な
り

ま
し
た
。
家

八
十
四
歳
御
柱
祭
の
回
顧

　

碗
麟
］
嘲
林
一］
］

三
区

井

駒

二
二
人

で
終
わ
る
と
言
わ

日
本
三
大
奇
祭
の

一
つ
諏
訪

れ
る
が
、
当
時
地
突
歌
ま
が
い

大
社
の
御
柱
祭
り
が
行
わ
れ
、
　

の
歌
詞
や
各
自
の
発
想
に
よ
る

萩
山
神
社
も
多
数
の
区
民
が
参

木
遣
り
だ

っ
た
が
、
ど
う
せ
や

加
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
　
　
る
な
ら
本
場
の
木
遣
り
を
取
り

ま
さ
か
と
思
わ
れ
た
此
の
歳

入
れ
よ
う
と
、
同
年

一
同
揃

っ

で
の
申
年
同
年

一
同
も
直
接
参
　
て
茅
野
の
公
民
館
に
出
か
け
地

加
出
来
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
元
の
方
に
教
わ
り
、
又
諏
訪
地

昭
和
七
年
申
歳
生
ま
れ
が
、
　

区
木
遣
り
大
会
発
表
会
を
テ
ー

実
行
委
員
と
し
て
祭
り
を
遂
行

プ
に
収
め
其
の
後
の
練
習
に
利

す
る
事
と
な
り
、
今
で
こ
そ
御
　
用
し
、
威
勢
の
い
い
木
遣
り
が

当
地
に
定
着
し
、
子
供
木
遣

り
も
本
格
化
し
て
祭
り
を
盛

り
あ
げ
た
。
親
綱
作
り
も
櫓

を
組
ん
で
の
作
り
を
荷
車
利

用
の
機
械
縄
模
倣
に
よ
り
、

作
業
も
楽
に
な
り
、
ク
レ
モ
ナ

ロ
ー
プ
を
三
本
入
れ
る
事
で
柱

の
結
び
目
が
切
れ
る
事
も
無

く
な

っ
た
。
本
格
的
な
梵
天

は
数
本

に
限
ら
れ
る
た
め
紙

で
作

っ
た
物
が
使
わ
れ
た
り

し
た
が
、

こ
れ
を
色
と
り
ど

り
の
ビ

ニ
ー
ル
テ
ー
プ
に
す

る
事

で
祭
り
が

一
層
に
ぎ
や

か
に
な

っ
た
。

実
行
委
員
も
長

い
伝
統
あ

る
祭
り
の
基
本
を
守
り
乍
ら

時
代

に
即
し
た
種
々
の
試
み

を
さ
れ
、
従
来
当
た
り
前

に

思
わ
れ
た
南
北

の
曳
き
子
を

参
道
よ
り
先

に
進
む

一
の
柱

を
抽
選

に
よ
り
決
め
る
等
、

い
ろ
い
ろ
な
試
み
で
よ
り
多

わ
き
ま
し
た
。

つ
か
れ
た
け
ど

た
の
し
か

っ
た
で
す
。
あ

っ
と

い
う
間
に

一
日
が
お
わ

っ
た
気

が
し
ま
し
た
。

つ
ぎ
は
ぼ
く
は

中
学
二
年
生
に
な

っ
て
い
ま
す
。

今
か
ら
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

く
の
地
域
の
人
び
と
の
参
加
に

よ
り
祭
り
が
盛
り
上
が

っ
た
。

本
年
の
御
柱
祭
り
も
天
候
に
恵

ま
れ
曳
く
先
々
で
地
元
の
人
々

が
曳
き
子
を
歓
迎
し
心
か
ら
の

接
待
を
さ
れ
、
談
笑
の
花
が
咲

き
日
頃
顔
見
知
り
程
度
の
人
達

が
長
年
の
友
達
の
雰
囲
気
に
な

り
、
近
頃
近
隣
と
の
疎
遠
が
当

田
舎
で
も
問
題
視
さ
れ
る
中
、

神
事
の
催
し
と
し
て
で
な
く
地

区
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
日
頃
顔

見
知
り
程
度
の
人
が
、　
一
本
の

綱
に
皆
の
力
を
合
わ
せ
協
力
し

建
て
御
柱
ま
で
曳
行
す
る
日
頃

に
な
い
こ
の
祭
り
の
持

つ
意
義

は
多
く
の
産
土
神
社
の
御
利
益

か
な
？

イ
ー
ヤ
ー
　
ち
い
き
の
す
ら
ぎ

お
ね
が
い
だ
あ
―
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二
月
二
十
七
日
、
天
候
に

も
恵
ま
れ
桜
の
雷
も
膨
ら
み

色
を
添
え
る
中
、
多
く
の
区

民
の
皆
様
が
集
い
力
を
結
集

さ
せ
新
し
い
二
本
の
御
柱
が

神
社
境
内
に
建
て
ら
れ
ま
し

た
。人

・
綱

・
柱
…
区
民
皆

一

人
ひ
と
り
の
手
、
力
そ
し
て

心
が

一
本
の
綱

・
柱
に
注
が

れ
、
総
延
長
７０
ｍ
を
越
え
る

人
人
人
の
列
が
、
辻
を
ま
わ

し
、
木
落
と
し

・
瀬
落
と
し

=

「
人

・
綱

・
柱
」

萩
山
神
社
式
年
御
柱
祭
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長
　
一二　
浦
ｍ
童
Ｆ
久
一人

を
し
な
が
ら
、

国
道
を

一
気
に

渡
り
、
長
い
神

社
の
参
道
を
引

き
上
げ
、
石
垣
を
乗
り
越
え
、

境
内
に
曳
き
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
全
て
人
の
力
の
み
、
練

習
も
な
い

一
発
勝
負
の
祭
り

が
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
ｃ

一
昨
年
秋
実
行
委
員
会
が

発
足
し
、
御
用
材
の
見
立
て
、

梵
天
作
り
、
山
だ
し
、
式
綱

作
り
と
行
事
を
経
て
里
曳
き

・

建
て
御
柱

へ
と
結
び
ま
し
た
。

そ
の
時
ど
き
に
匠
の
技
を
直

に
見
る
こ
と
が
出
来
た
の
も

役
得
で
し
た
。

梵
天
作
り
の
か
ん
な
さ
ば

き
。
山
出
し
に
見
た
山
師
の

切
り
倒
し
、
松
の
大
木
が
倒

れ
る
瞬
間
を
目
の
前
に
見
た

あ
の
感
動
は
今
で
も
脳
裏
に

焼
き

つ
い
て
い
ま
す
。
冠
落

と
し
や
穴
あ
け
、
チ

ェ
ン
ソ
ー

を
操
る
プ

ロ
の
腕
。
御
柱
の

お
祭
り
に
は
随
所
に
職
人
の

技
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

式
綱
作
り
も
区
民
総
出
の

手
が
な
く
し
て
あ
の
６０
ｍ
の

大
縄
は
作
れ
ま
せ
ん
。
多
く

の
人
の
力
が
あ

っ
て
成
り
立

つ
お
祭
り
で
あ
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
女
性
や
子
供

の
参
加
も
多
く
区
民
の
お
祭

り
に

一
歩
近
づ
け
た
か
な
と

自
負
し
て
い
ま
す
。

こ
の
お
祭
り
の
影
に
は
多

く
の
裏
方
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

古
御
柱
の
撤
収
や
穴
掘
り
、

曳
行
路
の
警
護

・
誘
導
交
通

安
全
、
お
昼
の
温
か
い
お
に

ぎ
り
と
豚
汁
、
自
治
会
で
設

営
し
て
く
れ
た
休
憩
所
、
曳

行
路
で
の
振
舞
い
酒
、
幾
日

も
練
習
を
重
ね
て
き
た
木
遣

り
劇
吠
、
危
険
と
隣
合
わ
せ

の
梃
子
、
そ
し
て
こ
の
祭
り

を
運
営
す
る
資
金
に
区
民
の

皆
様
や
事
業
所

・
企
業
の
ご

寄
付
…
今
振
り
返

っ
て
み
れ

ば

一
本
の
御
柱
に
集
ま
る
人

の
数
は
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど

多
く
の
人
が
携
わ

っ
て
い
ま

す
。
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し

て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い

ま
し
た
。

数

え

で
七
年

に

一
度
や

っ
て

来
る
こ
の
御
柱

祭
の
魅
力
は
何

な
の
で
し
ょ
う

か
。
全
国
に
例

を
見
な
い
奇
祭

と
も
い
え
る
御

柱
祭
、
諏
訪
大

社
の
迫
力
に
は

勝
て
な
い
が
、

一
人
ひ
と
り
の
気
合
い
は
ど

こ
に
も
負
け
て
い
な
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。

新
緑
が
徐
々
に
深
み
を
増

し
て
い
く
の
と
反
対
に
御
柱

祭
の
思
い
は
徐
々
に
遠
ざ
か
っ

て
い
き
ま
す
。
祭
り
の
活
気

千戌28年
紋山神社式年

勇壮「御柱祭」

を
も
う
少
し
の
間
、
引

き
ず

っ
て
い
き
た
い
と

思
う
の
は
私
だ
け
で
し
ょ

う
か
。
緑
深
い
静
か
な
境
内

に
今
立

っ
て
み
る
と
二

本
の
柱
が
ひ

っ
そ
り
と

立

っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
こ
の
萩
の
郷
を
じ

っ

と
見
守

っ
て
い
て
く
れ

て
い
る
よ
う
に
も
見
え

ま
す
。
七
年
経
て
ば
今

年
の
熱
気
が
ま
た
戻

っ

て
く
る
、
木
遣
り
唄
を

身
体
に
染
み
込
ま
せ
次

の
式
年
御
柱
祭
を
夢
見

て
…
イ
ヤ
ー
区
民
の
～
皆
様

～
あ
り
が
と
う
～

ふ ′
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木
や
り
隊
に
参
加
し
て

井

口

民

子

ヨ
イ
シ
ョ
、　
ヨ
イ
シ

ョ
、

ヨ
イ
シ

ョ
、
「
山

の
神
様
、

お
願

い
だ
―
」
木
立

の
茂
る

萩
山
神
社
に
、
響
き
わ
た
る

木
や
り
で
、
七
年
に

一
度
の

御
柱
祭
の
、
幕
が
あ
い
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
、
皆
様
の

協
力
の
も
と
、
最
高
の
、
最

高
の
御
柱
祭
に

な
っ
た
と
思
う
。

又
、
女
性
木
や

り
、
子
供
の
木
や
り
も
増
え
、

工
夫
さ
れ
た
演
出
も
よ
か

っ

た
と
思
う
。

七
年
前
木
や
り
に
出
会
え
、

伊
奈
川
先
生

・
木
下
先
生
の

指
導
の
も
と
、
三
度
目
の
御

柱
に
参
加
で
き
、
楽
し
か

っ

た
。

萩
山
神
社
式
年
御
柱
祭

御
柱
刺
哄
隊
長

三
浦

伊
佐
夫

二
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ

た
萩
山
神
社
式
年
御
柱
祭
に

於
い
て
は
、
実
行
委
員
を
は

じ
め
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。
私
自
身

今
回
の
御
柱
祭
は
四
回
日
、

最
初
に
参
加
し
た
時
は
、
今

よ
り
随
分
若
か

っ
た
様
な
気

が
し
ま
す
。
今
回
も
劇
哄
隊

と
し
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
が
、
こ
の
御
柱
祭
で
劇

吠
隊
が
編
成
さ
れ
た

の
が
私
達
か
ら
で
、

当
時
の
区
長
だ

っ
た

富
田
さ
ん
の
声
掛
け
で
始
ま
っ

た
も
の
で
す
。
当
時
の
編
成

も
消
防
団
劇
哄
Ｏ
Ｂ
と
現
役

の
劇
吠
班
で
し
た
。
四
回
目

と
も
な
る
と
人
数
も
増
え
、

今
回
二
十
七
名
で
の
編
成
、

響
く
音
も
倍
増
で
し
た
。

七
年
後
の
御
柱
祭
で
も
、

又
劇
吠
隊
で
参
加
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
健

康
で
〃

御

柱

の
休

憩

所

福
　
沢
　
嘉
　
言

（
木
遣
り
）
イ
ヤ

ァ
～
山

の
神
様

ァ
～
お
願
い
だ

ァ
～

一
の
柱
の
曳
行
ル
ー
ト
脇

に
あ
る
五
区
の
休
憩
所

で
、

前
回
も
好
評
で
あ

っ
た
そ
ば

を
振
る
舞

っ
た
。
そ
ば
作
り

の
五
ん
べ
ぇ
倶
楽
部
の
皆
さ

ん
と
、
お
も
て
な
し
の
お
い

な
ん
よ
の
会
の
皆
さ
ん

に
お
世
話
に
な

っ
て
実

現
し
た
。
想
像
以
上
の
大
勢

が
休
憩
所
に
集
ま
り
、
前
夜

か
ら
二
十
二
回
も
打

っ
た
が
、

中
に
は
食

べ
れ
な
か

っ
た
人

も
い
た
。
ア
～
俺
も
食

べ
た

か

っ
た
な
ア
ー
。

月
イ
ヤ
ァ
～
五
区
の
皆
様

ァ

～
次
回
も
お
願
い
だ
ァ
～

浦
姜
の
舞
姫
の

春

さ

ん

‘
　

き
　
む
ら

え
み
　
か

木

村

咲

香

さ
ん
（１
区
）

池
田
ほ
の
香

仲
平
こ
の
美

原

　

実

優

牧

内

鈴

音

片

桐

琴

美

さ
ん
（２
区
）

さ
ん
（３
区
）

さ
ん
（４
区
）

さ
ん
（５
区
）

さ
ん
（６
区
）

新調されたはっぴ

F角
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‥松……■
■
一
一‥新‐‥籐
‐の‥
年
　
肺麟酬濃動”蹴れ
て鍋じい放」貴膠力いた

松
岡
城
址
愛
護
会
　
　
　
　
　
居

・
太
鼓

・
二
胡
や

だ
き
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

会

員

羽

生

宏

敬

コ
カ
リ
す

尺
八
の

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

四
月
二
十
九
日
、
前
日
の

雨
が
上
が
り
当
日
は
天
気
と

な
り
、
八
十
匹
の
鯉
の
ぼ
り

が
泳
ぐ
中

「
第
五
回
松
岡
城

址
新
緑
の
会
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。
今
年
は
多
く
の
方
に
鯉
の

ぼ
り
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き

た
く
さ
ん
の
色
あ
ざ
や
か
な

鯉
の
ぼ
り
を
見
上
げ
て
子
供

達
も
は
し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。

下
市
田
茶
道
ク
ラ
ブ
と
女

子
高
生
の
野
立
が
あ
り
、
篠

平
成
二
十
七
年
度
下
市
田

区
の
公
民
館
事
業
も
終
盤
に

差
し
か
か
り
、
地
域
の
皆
様

方
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
終

わ
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

日
帰
り
と
い
う
行
程
の
中
、

ツ
ア
ー
ズ
信
州
秋
田
さ
ん
の

協
力
を
得
て
、
熱
田
神
宮
参

拝

●
リ
ニ
ア
鉄
道
館

・
カ
ニ

本
家
で
昼
食

・
大
須
商
店
街

散
策
し
て
帰
路
と
い
う

「
名

古
屋
の
旅
」
で
し
た
。

当
日

（
二
月
十
四
日
）
の

演
奏
と
熱
演
が
続
き
、
最

後

に
全
員
で

「
松
岡
城

の

風
」
を
歌
い
ま
し
た
。

今
回
は
来
年
の
大
河
ド

ラ
マ
「
お
ん
な
城
主
直
虎

一

に
決
ま
り
、
直
虎
の
い
い

な
ず
け
だ

っ
た
井
伊
亀
之

丞
が
か
く
ま
わ
れ
十
二
年

間
過
ご
し
た
地
で
あ
る
こ

と
も
あ
り
、
浜
松
や
名
古

屋
方
面
か
ら
多
く
の
方
が

来
ら
れ
、
に
ぎ
や
か
で
誠

に
す
ば
ら
し
い
と
感
激
し

下
市
田
支
館

四
部
員
の
交
代

任
期
を
終
え
た
支
館
部
員

仲

平

豊

実

（三
区
）

片

桐

喜

美

（三
区
）

今

井

か
よ
子

（五
区
）

松

崎

康

子

（五
区
）

四
名
の
皆
様
が
退
任
し
ま
し

た
。
仲
平
豊
実
さ
ん
は
、
四

年
間
に
わ
た
り
支
館
活
動
を

に
な

り

ま

し

た
。

四
月
か
ら
、
後
任
の

大

蔵

武

司

（三
区
）

中

島

ひ
と
み

（三
区
）

小

林

初

美

（五
区
）

壬

生

亜
季
乃

（五
区
）

が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

し

た
。
二
年
間
務
め
ら
れ
た
上
沼

寛
さ
ん
が
退
任
さ
れ
、
新
た

に
三
浦
喜
久
夫
さ
ん
が
着
任

さ
れ
ま
し
た
。

上
沼
　
寛

前
分
館
主
事

新
た
な
仲
間
を
迎
え
、
二

十
八
年
度
の
支
館
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
、
ま
ず
は
区
報
館

報
の
発
行
で
す
。

〃萩

の
郷

は
今
／
″
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
編
集
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
９４
号
を
数
え
る
区
報
の
誌

面
か
ら
、
萩
の
郷
の
過
去

・

歴
史
又
未
来

・
将
来
が
見
え

て
来
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

今
号
は
、
萩
山
神
社
式
年

御
柱
祭
の
特
集
で
す
ヨ
。

出
発
時
は
時
期
は
ず
れ
の
雨

と
な
り
、
雪
降
り
で
な
か

っ

た
こ
と
が
逆
に
幸
い
で
し
た
。

予
定
通
り
の
行
程
で
午
前
九

時
こ
ろ
熱
田
神
宮
に
参
拝
、

一
年
間
の
諸
事
業
の
無
事
終

了
と
二
十
八
年
度
に
向
け
、

事
故
な
く
盛
大
に
行
事
が
出

来
ま
す
よ
う
参
拝
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
天
候
も
回

復
し
日
差
し
も
差
し
込
み
、

冬
と
は
思
え
な
い
陽
気
に
変

わ
り
、
皆
さ
ん
で
記
念
写
真

を
撮
り
千
年
と
い
う
樫
の
ご

神
木
を
前
に
し
て
、
こ
こ
ろ

洗
わ
れ
る
神
宮
参
拝
と
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
リ

ニ
ア

鉄
道
館
で
は
、
十

一
年
後
の

リ

ニ
ア
飯
田
駅
に
思
い
を
は

せ
、
東
京
↓
大
阪
間

一
時
間

の
流
れ
の
中
、
大
き
く
変
化

す
る
で
あ
ろ
う
高
森
町
の
未

来
を
創
造
し
、
こ
れ
か
ら
の

自
治
会
公
民
館
活
動
の
あ
り

方
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昼
に
は
、
「
カ

ニ
本
家
」
で
カ

二
三
昧

の
食
事
、
「
お

い
し

か

っ
た
あ
」
腹
も
満
た
さ
れ
、

最
後
に
大
須
商
店
街
の
散
策

で
し
た
。
歴
史
あ
る
ア
ー
ケ
ー

ド
の
商
店
街
の

一
角
に
大
須

年
度
期
に
下
市
田
三
区
の

さ
れ
ま
し
た
。
大
変
お
世
話

分
館
主
事
の
交
代
が
あ
り
ま

観
音
が
あ
り
、
日
本
三
大

音
七
福
神
の

一
つ
布
袋
像

安
置
さ
れ
て
い
る
い
わ
れ

ら
、
旅
の
安
全
を
祈
願
し

し
た
。
ア
ー
ケ
ー
ド
を
抜

た
通
り
で
は
二
区
主
事
の

沼
基
広
さ
ん
と
間
違
え
る
ほ

ど
の
大
声
で
、
名
古
屋
市

”
麗
理
班
一事
｝

河
村
市
長
の
減
税
日
本
の
　
　
，．

凱
旋
演
説
、
大
勢
の
人
通

り
を
感
じ
な
が
ら
高
森
町

に
も
活
気
あ
る
商
店
街
な

ど
を
創
造
し
、
思
い
を
は

せ
な
が
ら
散
策
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

車
中
で
は
互
い
の
親
睦

と
カ
ラ
オ
ケ
に
花
が
咲
き
、

今
年
は
御
柱
祭
が
間
近
に

せ
ま
り
最
後
に
木
遣
り
が

披
露
さ
れ
る
な
ど
楽
し
い

研
修
の
旅
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
方
に
は
、
今

と
も
大
勢
参
加
し
て
い
だ

ま
す
よ
う
努
め
て
い
き
ま

の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

致
し
ま
す
。青
木
恵
裕

記

上 け ま か が 観

い と す け 後
下
市
田
三
区

分
館
主
事
交
代
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三
浦
喜
久
夫

新
分
館
主
事
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